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図１　令和３農薬年度 いもち病防除実績（銘柄別）

図２　令和３農薬年度 害虫防除実績（銘柄別）

図３　剤型別防除面積推移
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　令和３農薬年度（令和２年12月～令和３年11月）の全農
新潟県本部出荷実績から防除面積を推定算出しました。
　育苗箱処理剤も含めた本年度水稲農薬の延べ防除面積は
190,592ha（前年比97％）となりました。前年比では漸減し
ましたが過去４か年平均比では100%となりほぼ平年並み
の出荷実績となっています。

１　いもち病防除剤の出荷実績
　本年度のいもち病防除面積は64,203ha（前年比99.7％）と
なりました。

　昨年に引き続き本田では「トップジン剤」と「ブラシン
剤」を中心に防除が行われています。箱処理剤はルーチン
剤が伸長（前年比109%）、またクミアイ化学工業株とＪＡ
全農の共同開発原体である「ブーン剤（有効成分ジクロベ
ンチアゾクス）」が、販売開始初年度ながらも1,300ha（延
べ面積）を超過し、次年度以降も伸長が見込まれます。

２　害虫防除剤の出荷実績
　本年度の害虫防除面積は152,823ha（前年比101％）とな
りました。

　銘柄別では、育苗箱処理場面での「パディート剤」並び
に本田カメムシ防除場面での「スタークル剤」を主力とし

た防除対応がとられております。昨年同様に斑点米カメム
シの発生がやや多い地域もありましたが、適切な防除活動
の結果、斑点米は平年並みに抑制されました。

３　剤型別の出荷動向
　剤型別に比較すると液剤114,153ha（前年比94％）、粒剤
11,542ha（前年比94％）、粉剤（DL剤含む）9,770ha（前年比
85％）、育苗箱処理剤55,127ha（前年比105％）となりました。

　液剤の増加や、省力化が図れる高性能な育苗箱処理など
へシフトする近年の傾向が本年も踏襲されておりますが、
特に箱処理剤への移行が加速している印象を受けます。
　また、令和２農薬年度で減少傾向に一旦歯止めがかかった
かにみえた粉剤（DL剤含む）ですが、前年度▲15％となり
統計開始以降初めて10,000ha（延べ面積）を割り込みました。
　かねてから個人防除の主役であった粉剤（DL剤含む）
でしたが、近年はドローン等の個人導入も進んでいること
や、主要品目の規格集約・終売等も影響したと思われます。

４　おわりに
　昨年に引き続き気候要因に依るところが大きく、特に８
月上旬の台風による大風の影響等もあり、病虫被害の発生
に地域間格差の生じた本年となりました。
　気候影響が避けられない状況であるからこそ関係機関で
連携を密にし、本県農業生産者の皆さまに適切な防除活動
が提供できる体制を維持することが重要です。
　また、本年策定された「みどりの食料システム戦略」や
それと連携し近年本格化している「農薬再評価制度」に係
る情報取集活動も重要になってきています。
　その結果、当該農薬の使用方法が変更となる場合におき
ましては「誤解のない適切な正しい情報」を速やかに提供
し、持続可能な防除活動が行えるようにＪＡ全農としても
努力してまいります。
� （全農新潟県本部肥料農薬総合課　砂原  駿）
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新発田地域における斑点米対策の
取り組みについて

　新発田地域では令和２年度、米の出荷数量の5.9％がカメ
ムシによる斑点米被害で格落ちし、大きな問題となりました。
　そこで普及指導センターでは、カスミカメムシ類を中心に
発生実態の把握や防除のあり方を課題として、詳しい調査に
取り組みました。
　各地に調査ほを設置し、６月上旬～９月上旬までほぼ週１
回の捕虫網による調査や、出穂期前～成熟期前までのフェロ
モントラップ調査による発生状態の把握と、割れ籾調査や斑
点米の発生状況、追加防除の効果などを考察しました。
　今年は、越冬成虫や第一世代の発生が非常に多くなりまし
たが、登熟期の低温・日照不足の影響か、登熟期のカスミカ
メムシ類の発生が少なくなりました。また、登熟もやや不良
となり、割れ籾の発生が少なく、斑点米被害は大きく減少し
ました。
　詳しい解析はこれからですが、今回分かったことも含めて
情報提供や対策を行っていきたいと考えています。
� （新発田農業普及指導センター　岩野 舞衣子）

植防一口メモ

日本国内で有効なダイズ茎疫病抵抗性遺伝子の解析
　複数の抵抗性遺伝子を集積することは抵抗性を利用する
上で抵抗性の持続性の強化するメリットがあります。茎疫
病抵抗性の一遺伝子は栽培環境で使われ続けると菌側の変
異によって10年ほどで抵抗性が打破され品種が罹病化する
と言われています。しかし図２のイメージのように複数の
抵抗性遺伝子を持つことで一遺伝子が打破されてもそのレ
ースに対応する遺伝子が依然残存する可能性が上がり、ダ
イズ品種自体が罹病化するリスクを下げることで一遺伝子
に比べ導入した抵抗性形質が長期間効果を発揮することが
期待できます。またこれら遺伝子がゲノム上の一領域に集
積していることで効果の高い抵抗性形質を一度の交配組み
合わせで簡易に導入できるという育種上のメリットも考え
られます。

　第三染色体短腕側では病害抵抗性遺伝子に特徴的な遺伝
子配列がクラスターとなって存在しており、実際他のダイ
ズ系統からもレースへの反応の異なる茎疫病抵抗性遺伝子
が多く報告されています。現在、日本国内のレースに有効
な抵抗性遺伝子もいくつか見出しており、「東山231号」の
ように一領域にうまく集積できれば、より効果の高い抵抗
性遺伝子集積系統が複数作出できます。これらを育種素材
として利用し、茎疫病抵抗性形質を日本のダイズ品種の基
本形質としていくことで長期的な茎疫病対策を目指してい
きます。
（農研機構中日本農業研究センター上越研究拠点　松岡 淳一）

　ダイズ茎疫病（茎疫病）はPhytophthora sojaeによる土
壌伝染性病害です。多湿条件で感染が促され、湿害と一括
りにされがちなダイズの苗立ち不良や立枯れを引き起こし
ます。ダイズの低コスト安定栽培のためには抵抗性遺伝子
の利用が効果的ですが、茎疫病菌には様々なダイズ品種、
抵抗性遺伝子（Rps-）に対して病原性の異なる系統（レー
ス）の分化が存在します。これまで農研機構を中心として
茎疫病菌レースの調査が全国的に行われ、そこで取得され
た病原型の異なる54菌株を用いて有望な遺伝資源の探索を
行ってきました。長野県育成の「東山231号」（「すずみの
り」2020年品種出願公表）は調査した中で最も高い９割の
菌株に対して抵抗性を示したので、抵抗性利用のため遺伝
解析を行いました。
　抵抗性遺伝子のマッピングには「東山231号」と罹病性
「シュウレイ」との交配自殖集団165系統を用いました。

表現型の調査には播種後１週間
のダイズ胚軸に注射針で傷をつ
けて菌を生育させた寒天培地を
塗り込む胚軸接種法を用いまし
た（写真１）。ゲノムシーケン
ス情報から取得したSSRマーカ
ー等の情報と合わせて座乗領域
を限定した結果、「東山231号」
は第三染色体短腕側に３種類の
抵抗性遺伝子（RpsT1, RpsT2, 
RpsT3）が連鎖し集積している
ことが明らかになりました（図
１）。両端のマーカーを用いた
３遺伝子の選抜精度は理論上
99.2%となります。また「東山
231号」の祖先系統への接種試
験、 遺 伝 解 析 の 結 果RpsT1, 
RpsT2を海外品種「Harosoy」
から、RpsT3を「ネマシラズ」
から受け継ぐよう育成過程でう
まく組変わったことが判明しま
した。「東山231号」は排水性の
悪い圃場での苗立ちの良い系統としても評価されており育
成の過程で茎疫病の抵抗性遺伝子が自然選抜された可能性
もあります。
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み ち く さ

図１　各ほ場におけるアザミウマ種の混入割合（令和２年度）

図２　収穫期の被害果率の推移（令和２年度）

春が待ち遠しい　桜の病害虫の探索
　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
めでたい新春のイメージは富士に桜です。春はまだ先です
が、新年を迎えれば気分は上々、今春共に定年を迎える妻
といっしょに桜を観ながら、やすらぎ堤を散策している自
分の姿が想像できます。日本全国にある桜の８割以上は戦
後に植えられたソメイヨシノですが、寿命を迎え始め、日
本の桜史上、現在３度目の危機に直面しているとのことで
す。
　成長が早いソメイヨシノは病害虫に罹りやすく、寿命は
60年ほどだそうです。春先に見つけやすい病害虫被害は、
枝に着生するテング巣病や、人に踏まれて傷ついた場所に
発生する根頭癌腫病です。また、直接虫は見ることはでき
ませんが、長年のコスカシバの幼虫による幹加害により、
ヤニを漏出したデコボコの幹形状です。樹勢を衰えさせる
と共に、樹肌が荒れ、さらに樹脂病や胴枯病等を誘発しま
す。皆様も今年の花見は、大切な人といっしょに見つけて
桜危機について話をしてみませんか。
　なお、対策は後継品種への世代交代です。
� （佐渡農業技術センター　長谷川 雅明）

イチジクのアザミウマ類による被害
　アザミウマ類によるイチジクの果実被害は、1973年千葉
県を皮切りに全国で発生報告されています。特に1982年は
全国各地で大きな問題となり、静岡、大阪などで詳細な被
害解析が行われました。国内でイチジクを加害するアザミ
ウマ類は、ハナアザミウマ（以下「ハナ」とする）、ヒラ
ズハナアザミウマ（同「ヒラズハナ」）、ビワハナアザミウ
マ、キイロアザミウマ、ネギアザミウマ（同「ネギ」）、ダ
イズウスイロアザミウマ、ミナミキイロアザミウマ、ミカ
ンキイロアザミウマ（同「ミカン」）、チャノキイロアザミ
ウマの8種類が報告されています。主要加害種は調査ごと
に異なりますが、ハナ、ヒラズハナ、ミカン、ネギが主体
の地域が多いようです。これらの中で、ミカンとネギは、
合成ピレスロイド系剤（合ピレ剤）やネオニコチノイド系
剤（ネオニコ剤）の感受性低下が各地で報告されており、
薬剤のみによる防除では被害を抑えられない可能性があり
ます。県内の産地においても果実被害が認められ、多くの
産地で合ピレ剤やネオニコ剤を主体とした防除体系が組ま
れています。そのため、今後アザミウマ類の薬剤防除面で
効果不良による被害拡大が懸念されます。
　そこで、イチジクを加害するアザミウマ類の種類と加害
時期について、主要産地（A～C、３か所）と園芸研究セ
ンター圃場（D）で7～8月に調査したところ、いずれもハ
ナとヒラズハナの寄生が認められ、特にヒラズハナは7割
以上を占める主要種であり、ネギの寄生は確認されません
でした（図１）。ただし、飛来するアザミウマ類の種類は、
圃場の外部環境に大きく左右されます。また、ヒラズハナ
の薬剤感受性は個体群ごとに異なり、地域での薬剤（系
統）の使用歴に依存するものと思われます。

　被害果率について、当センターの桝井ドーフィンを対象
に収穫適期の果実を定期的に調査しました。収穫初めであ
る８月上旬から被害は高く、９月中旬ころから10月上旬こ
ろは低下するものの、その後再び高くなります（図２）。
このことからイチジクは収穫期間中、いずれの時期も加害
される可能性があり、常に薬剤防除をする必要があること
がわかります。

　令和３年度版果樹病害虫防除ハンドブック（新潟県果樹
振興協会）では、展葉期から定期的に合ピレ剤やネオニコ
剤を使用した防除体系が組まれています。しかし、今後ヒ
ラズハナの薬剤感受性低下の懸念、ネギやミカンの侵入の
可能性を考えると化学合成農薬に頼り切った防除体系では
不十分になると考えられます。実際にネギの侵入が認めら
れる大阪では、光反射マルチと赤色防虫ネットを利用した
耕種的防除に取り組んでいます。これはアザミウマ類が紫
外線を感知して飛翔するため、下から光が反射すると正常
に飛翔できなくなる特性、赤い光を認識することができず
防虫ネットを越えられない特性を利用しています。当セン
ターでも白色防草シートと、外部からの飛来を防ぐための
ソルゴー植栽を組み合わせた防除方法を試験しています。
今後は化学合成農薬と耕種的防除を組み合わせた、総合防
除体系を確立していく必要があると考えます。

（園芸研究センター　土田祥子）
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令和３年度　農薬実証ほ成績の概要について
　令和３年度「農薬実証ほ」では、殺虫・殺菌剤17剤及び
除草剤15剤、計32剤（実証薬剤）を延べ44カ所で実証しま
した。これらの実証薬剤の普及性は、防除効果及び薬害の
有無並びに作業性を、地域で使用されている薬剤と比較し
て総合的に評価しました。令和３年12月13日に成績検討会
を開催して実証薬剤の総合評価（普及性）が決定したので、
その概要をお知らせします（表１～４）。

　本年の「農薬実証ほ」において実証薬剤の普及性が評価
されたことから、地域で問題となっている病害虫及び雑草
の防除体系への組み込みが期待されます。特に近年、導入
が著しいドローン等の無人航空機散布による実証結果も注
目されます。また、実証薬剤は既存薬剤と作用機構の異な
る成分もあり、難防除病害対策並びに薬剤抵抗性病害虫及
び雑草対策としてもその活用が見込まれます。
� （県植物防疫協会　事務局）表１　普通作物の殺虫・殺菌剤

薬　　剤　　名 作物名 病　害　虫　名 作用機構分類 総合評価 備　　　　　考殺虫（IRAC）殺菌（FRAC）
ブーンレパード箱粒剤 水稲 いもち病、紋枯病，イネミズゾウムシ、イネドロオイムシ 28 P8、７ A

ルーチンシードＦＳ 水稲 いもち病 P03 A
実証剤、エバーゴルシードFS及びヨー
バルシードFSの計3剤を混合したものを
種子塗抹処理

トライフロアブル 水稲 稲こうじ病 U16 A 無人航空機散布 
対照剤散布後に降雨あり

ツインキック箱粒剤 水稲 いもち病 28 16.3 A 葉いもち多発したため、実証区及び対
照区に追加防除を実施

エバーゴルシードFS 水稲 紋枯病 7 A
実証剤、ルーチンシードFS及びヨーバ
ルシードFSの計3剤を混合したものを種
子塗抹処理

リゾケアＸＬ 水稲
苗 腐 病、 苗 立 歩 合 の 安 定 
イネミズゾウムシ、イネドロオイム
シ

28 4 A、A

・�実証剤は、殺虫・殺菌成分に加えオ
クソスDS（過酸化カルシウム）との
混合剤で、種子塗抹処理を委託メー
カーが実施

・対照区は、殺菌殺虫成分なし。
ヨーバルトップ箱粒剤 水稲 イネミズゾウムシ、

イネドロオイムシ、いもち病 28 P03 A 高密度は種を考慮し、２濃度で試験実
施

リディア箱粒剤 水稲 イネドロオイムシ、
イネミズゾウムシ、ウンカ類 未定 - B ウンカ類は、共同防除との体系処理で

評価
トライトレボン粉剤DL 大豆 紫斑病 3A U16 A 防除機器の汚れ少

表２　野菜の殺虫・殺菌剤
薬　　剤　　名 作物名 病　害　虫　名 作用機構分類 総合評価 備　　　　　考殺虫（IRAC）殺菌（FRAC）

グランドオンコル粒剤 れんこん レンコンネモグリセンチュウ １A A、A
ケンジャフロアブル メロン うどんこ病、つる枯病 7 A

ケンジャフロアブル ミニトマト 葉かび病、灰色かび病、うどんこ病 7
灰色かび病：A 
葉かび病：A 

うどんこ病：B
Ｂ評価はうどんこ病未発生を考慮

トランスフォームフロアブル ミニトマト コナジラミ類 ４C B オンシツコナジラミ未発生を考慮
コテツベイト ほうれんそう ホウレンソウケナガコナダニ 13 A 

B
Ｂ評価はホウレンソウケナガコナダ
ニ未発生を考慮

ザンプロＤＭフロアブル たまねぎ べと病 45、40 B べと病未発生を考慮

表３　果樹の殺虫・殺菌剤
薬　　剤　　名 作物名 病　害　虫　名 作用機構分類 総合評価 備　　　　　考殺虫（IRAC）殺菌（FRAC）

ファンタジスタ顆粒水和剤 かき 灰色かび病、落葉病、うどんこ病、炭疽病 11 A
モベントフロアブル かき アザミウマ類 23 A、A

兼商クプロシールド もも せん孔細菌病 M01 A、A、A 薬害軽減のためクレフノン加用（必
須条件）

マスターピース水和剤 もも せん孔細菌病 B 対照剤なし　園地間差を考慮
カンパネラ水和剤 ぶどう べと病 40、M03 A
セルカディスDフロアブル もも 灰星病、黒星病 M09、７ B 灰星病、黒星病少発生を考慮
テッパン液剤 ぶどう チャノキイロアザミウマ他 28 - A
表４　普通作物の除草剤

薬　　剤　　名 作物名 処  理  方  法  等 作用機構分類　除草剤（HRAC） 総合評価 備　　　　　考
ライジンパワーフロアブル 水稲 移植一発 15、14、27 B

A
Ｂ評価はホタルイの発生量の差を考
慮

シンズイZ豆つぶ250 水稲 移植一発 0、27、2、0 A、A、A
ゼータジャガージャンボ 水稲 移植一発 27、2、14 A
トップガンR豆つぶ250 水稲 移植一発 2、0、2、14 A
ロイヤント乳剤 水稲 移植中後期 4 A
ウィードコア1キロ粒剤 水稲 移植中後期 4、2、27 A

B
無人航空機散布 
降雨と雑草発生量のほ場間差を考慮

ゼータジャガー１キロ粒剤 水稲 移植一発 27、2、14 A 定植時同時施用
ウイニングラン1キロ粒剤 水稲 移植一発 15、0、2 A
ウイニングランジャンボ 水稲 移植一発 15、0、2 A
アシュラ400FG 水稲 移植一発 2、14、27 A
パワーガイザー液剤 大豆 生育期茎葉処理 2 A 

B
Ｂ評価はアサガオ類無発生を考慮

カイリキZ1キロ粒剤 水稲 移植一発 15、27、2 B 無人航空機散布　ノビエの発生量の差を考慮
トドメMF乳剤 水稲（直播） 直播中後期 1 A
トドメバスMF液剤 水稲（直播） 直播中後期 6、1 A
フルスコアZジャンボ剤 水稲 移植中後期 2 A
バイスコープ１キロ粒剤 水稲 移植中・後期 2 A

総合評価　A：普及性高い。　B：普及性ある。　C：普及性劣る。　D：判定不能。複数表示は、実証カ所毎に表示した。
ケンジャフロアブルのみ、対象病害毎に評価した。作用機構分類（RACコード）は以下を参照する。
殺菌剤　FRACコード：https://www.jcpa.or.jp/assets/file/labo/mechanism/2021/mechanism_frac.pdf
殺虫剤　IRACコード：https://www.jcpa.or.jp/assets/file/labo/mechanism/2020/mechanism_irac02.pdf
除草剤　HRACコード：https://www.jcpa.or.jp/labo/mechanism.htmより、除草剤（HRAC）2020年３月現在
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令和３年度主要農作物病害虫の発生概況
　病害虫防除所では普通作物、園芸作物（果樹・野菜）の
病害虫発生実態調査を行っています。令和３年度の主要病
害虫及び特徴的な発生のあった病害虫について紹介します。

１　イネの病害虫
⑴　いもち病
　葉いもちは、６月19日に広域的な感染好適条件が出現後、
初確認は平年並の時期に確認（６月30日）され、その後各
地で、発病程度稀～少発生のほ場がみられ、平年比多い発
生になりました。
　穂いもちの初確認は平年並（８月４日）で、梅雨明け後
の少雨、高温で日射量も多く発病進展が抑制されましたが、
８月下旬以降、発病程度稀～少発生のほ場がみられ、平年
並の発生になりました。
⑵　紋枯病
　初確認は７月５日と平年並、その後各地で発病が確認さ
れ、７月後半～８月上旬までは降雨日が少なく発病は停滞、
その後の降雨で病勢進展し、８月下旬以後、中発生ほ場も
確認され、平年並の発生となりました。
⑶　斑点米カメムシ類
　カメムシの種類ごとに、確認地点率、虫数がやや多、多
の地域があったため、６月15日から４回発生予察速報を発
表し、注意を促しました。７月下旬以降の確認地点率は、
アカヒゲ・アカスジとも平年並～やや高く推移し、確認虫
数はアカヒゲが平年並～多、アカスジが平年比やや少から
やや多で推移しました。
　コシヒカリの防除時期に降雨があり、適期防除ができな
かったため、発生が目立った地域があったものの、検査等
級格落ち率は昨年同時期よりも低い状況です。
⑷　その他の病害虫
　育苗期の病害は、いずれもやや少～平年並の発生でした。
　ごま葉枯病は、７月中旬から発生が認められ、下越を中
心に広範囲で確認され、９月上旬に発病程度多のほ場も確
認されましたが、発生量は平年比少でした。
　稲こうじ病は、８月下旬に初確認され、平年比やや少な
い発生でした。
　墨黒穂病は平年並でした。
　イネドロオイムシの水田侵入はやや早かったものの、６
月上旬の成虫寄生数は平年並、６月下旬は平年比やや少な
く、平年比やや少ない被害でした。
　ツマグロヨコバイは、積雪が多く、越冬条件が悪かった
ため、７～８月の虫数は少なく、予察灯の誘殺数も少ない
発生でした。
　ニカメイチュウは、平年比やや少ない被害でした。
　セジロウンカは初確認が６月21日と平年比７日早かった
ですが、その後の飛来回数は少なく、平年比やや少ない発
生でした。
　コブノメイガはフェロモントラップの初誘殺が遅く、誘
殺数は平年並みの発生でした。

２　オオムギの病害虫
　赤かび病の発生は、未確認でした。

３　大豆の病害虫
　葉焼病が８月下旬頃から各地で少発生が確認され、９月
上旬には少～中の発生が確認されました。
　ウコンノメイガは７月下旬から発生が確認され、以降各
地で発生が認められ、中～甚発生ほ場も確認されましたが、
平年比少ない発生でした。
　食葉性鱗翅目幼虫は平年比少ない発生でした。
　カメムシ類は、平年比やや少ない発生でした。

４　果樹の病害虫
⑴　ナシの病害虫
　黒斑病は平年比やや少ない発生でした。
　黒星病は５月上旬に花葉そうで少発生が確認され、５月
下旬以降は平年比多い発生で推移しました。このため、６
月30日に注意報を発表し、注意を促しました。新梢葉での
発病は８月上旬以降に進展し、９月上旬に最多発生となり、
甚発生ほ場も認められ、平年比多い発生でした。
　近年発生の多かったセイヨウナシ褐色斑点病は一部に中
～甚発生が認められたものの、防除対策が徹底されたこと
により、平年比やや少ない発生でした。
　ナシヒメシンクイは７月の高温により増殖が助長されま
したが、平年並の発生でした。
　ハマキムシは、フェロモントラップで平年比やや多～多
く誘殺されました。
　ニセナシサビダニの発生は平年並でした。
⑵　ももの病害虫
　せん孔細菌病は５月上旬の春型枝病斑が平年比やや少な
く、その後の病勢進展は緩慢でしたが、９月上旬に病勢が
進展し、平年比多い発生でした。果実の発病は、少～中発
生園地が多く平年並の発生でした。
　ナシヒメシンクイは新梢被害の発生が平年より早かった
ものの、平年並の被害、平年比やや少ない発生でした。
⑶　かきの病害虫
　かきの円星落葉病は、７月の降雨が平年並で、平年比や
や少ない発生でした。
⑷　ぶどうの病害虫
　べと病は、８月上旬に確認されてから、各地で発生がみ
られ、10月上旬には最多発生となりましたが、平年比やや
少ない発生でした。灰色かび病は開花期の降水量が平年並
～少なく、平年並の発生でした。
　晩腐病は少発生、さび病は平年比やや少ない発生、黒と
う病が一部の園地で発生したのみでした。
⑸　果樹カメムシ類
　予察灯等への誘殺数は７月まで少なかったですが、８月
～９月上旬に急増して平年並になりました。

５　野菜の病害虫
⑴　冬春トマトの病害虫
　灰色かび病は、葉の発病が４月上旬に各地発生となり、
果実の発病が４月上旬以降認められ、少～中発生し、平年
比やや少ない発生でした。
　うどんこ病・葉かび病の発生は平年並、アザミウマ類の
寄生は平年比やや少ない発生でした。
⑵　夏秋きゅうりの病害虫
　うどんこ病、べと病は平年並、褐斑病は平年比やや少な
い発生でした。
　アザミウマ類は少発生で、平年比少ない発生でした。
⑶　秋冬ねぎの病害虫
　べと病は平年比多い発生でした。
　ネギハモグリバエは６月下旬以降各地で被害が確認され、
７月下旬以降は多～甚発生のほ場が多く確認されましたが、
平年比少の発生でした。
　シロイチモジヨトウは、フェロモントラップの誘殺数が
８月中旬から急増し平年を上回ったことから、予察速報を
発表し、注意を促しました。

６　その他
　新たな病害虫としてトルコギキョウ斑点病がトルコギキ
ョウで、ダイズ黒根病がエダマメで確認されました。
� （病害虫防除所　五十嵐　保幸）
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写真1　法人メンバー　中央が木村代表取締役

写真２　資材（肥料）を積み込んだドローン

写真３　ドローンの散布風景

編　集　後　記
〇令和４年が明けました。本誌読者の皆様にとり、良い年とな
ることを祈ります。
　昨年５月、みどりの食料システム戦略（以下、みどり戦略）
が示されました。2050年までに農薬使用量半減、有機栽培面積
率25％達成などセンセーショナルな目標設定に関心が集まって
います。
　昨今は、事の是非はともかく、世界的な潮流には逆らえませ
ん。みどり戦略も、一昨年５月のEUの「農場から食卓まで
（Farm to Fork）戦略」に影響されたとのことです。
　持続可能な農業の推進に異論ありません。ただ、農薬使用量
や有機栽培面積のみが注目されることには違和感を覚えます。
「持続可能な農業生産とは」の議論を踏まえての目標設定であ
ってほしいものです。
　さて、本年はどんな年になるでしょうか。植物防疫関係者に
とり、少しでも明るい話題が生まれることを願います。（事務局）

　「新しいことに挑戦しながら、地域から頼られる生産組
織となりたい」と話される新発田市天王の「農業生産法人
有限会社アシスト２１」代表取締役の木村清隆さん（41才）。
　木村さんのドローンを活用したスマート農業の取組みを
紹介します。
【法人の概要】
　アシスト２１は常勤３人、非常勤５人からなり、水稲５
８㌶の他、トウモロコシ１㌶、長ネギ１㌶を栽培していま
す。
　木村さんは、昨年度、代表取締役に就任して以来、「担
い手の減少で一経営体ごとの経営面積が増えてきており、
地域農業の受け皿となるには、農作業の効率化が必要だ」
と考え、ＩＴ技術を活用しながら耕作をする「スマート農
業」を活用しています。

【ドローンによる水稲栽培】
　主として取り入れたのはドローンによる水稲栽培。撮影
用機体で上空から圃場を撮影し、ＡＩが画像解析して圃場
ごとに航路を作成します。その航路を散布用機体が自動で
飛行し、適切な場所に、最小限の薬剤や肥料を散布すると
いう方法を、ＩＴ企業と連携しながら栽培に取り入れてい
ます。
　ドローンを活用したことで、作業の効率化に加え、力作
業の負担が減少し、女性が作業に参加しやすくなったこと
も大きな進歩だったと言います。
　実際、今年度の散布はほとんど女性従業員が作業してお
り、木村さんは、「散布作業への女性参加という、今まで
では難しいかった分野もこのやり方であれば、これからの
地域農業を支えることができる」と期待を寄せています。
　こうした中、今年度ドローンでの水稲直播栽培の実証実
験も行いました。「播種作業時間は10a当たり5分から10分、
収穫量も単収で9～10俵。初年度の手ごたえとしては上々
だった」と言います。
　また、ドローンの活用のほか、スマートフォンアプリに
よる栽培管理や圃場の水位・水温確認センサー等も導入し
ています。

【今後について】
　「今は５年先、10年先の将来を見据え、栽培技術・作付
品種等の選択肢を増やし、法人の柔軟性を高める期間。限
られた人手でも受け皿として持続可能な農業生産ができる
よう、様々なことに積極的に取り組んでいくつもりだ」と
意欲を見せる木村さん。

今後の展望について、「スマート農業は過渡期にあり、技
術は日々進歩している。多くの情報が飛び交うなか、取捨
選択をしながら、新発田市のスタイルを確立し、多くの担
い手と情報を共有していきたい」と力強く話されました。

（NOSAI新潟　下越支所　土田　傑）

農作業の効率化へ向けて
～ドローン等を活用したスマート農業～


